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3… しかも日窒は朝鮮における大口電力契約の 9 割を独占していた（北波道子「植民地における電源開発と電力
需要―朝鮮と台湾の比較研究から」堀和生・中村哲編『日本資本主義と朝鮮・台湾』京都大学学術出版会、
2004 年、214 頁）。
4… 堀和生『朝鮮工業化の史的分析』有斐閣、1995 年、262 頁。
5… 堀内稔「朝鮮民衆との摩擦・抵抗」姜在彦編『日窒コンツェルンの研究』不二出版、1985 年。谷川竜一「朝
鮮巨大電源開発の系譜―大井川から赴戦江へ」中川理編『近代日本の空間編成史』思文閣出版、2017 年。












































9… 朝鮮総督府による第二次水力調査（1922 ～ 1929 年度）を詳細に分析した河合和男は、「朝鮮総督府内部では













。そして 1924 年夏に 5 万分の 1 の朝
鮮の地図を分析し、流域変更方式による巨大水力発電所の建設地点を発見した。興奮した彼は
その秋に自ら実地調査をした上で、同郷の後輩で土木技術者の久保田豊（1890 ～ 1986 年）とと
もに計画案を作成し、日窒の野口遵（1873 ～ 1944 年）にそれを持ち込んだ。野口は計画を歓迎












巻、日本土木学会、2017 年、229 ～ 234 頁。
11… 朝鮮電気事業史編集委員会『朝鮮電気事業史』中央日韓協会、1981 年、249 ～ 250 頁。ほか様々なところで
この逸話は出てくる。






























14… 朝鮮電気事業史編集委員会『朝鮮電気事業史』中央日韓協会、1981 年、527 ～ 528 頁。「特命」とは発注企
業が特定の業者に工事を直接依頼する形式。
15… 佐藤時彦『土木人生五十年』中央公論事業出版、1969 年、96 頁。











































17… 藤本梅良…『新興の咸南 赴戦嶺水電工事』…新興の咸南社、…1929年 11～ 15頁。佐藤時彦…「いかにして赴戦江の
水路を掘ったか」岡本達明・松崎次夫『聞書水俣民衆史 5巻 植民地は天国だった』草風館、1990 年、42 頁。
18… 例えば間組の中村偆治郎は、1929 年東京帝国大学の土木科を出た後すぐに間に入り、赴戦江に赴任した（間
組百年史編集委員会『間組百年史 1889 ～ 1945』間組、1989 年、637 頁）。
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19… 佐藤時彦『土木人生五十年』中央公論事業出版、1969 年、51 頁。
20… 谷川竜一「電気技術者・森田一雄と水力発電―植民地朝鮮の開発前史として」『土木史研究講演集』第 37
巻、日本土木学会、2017 年、233 頁。
21… 谷川竜一「日英水力による大井川の水力発電計画とアメリカ人土木技術者」『人間学研究』第 15 号、中部人
間学会、2017 年。
22… 間組百年史編纂委員会『間組百年史 1889 ～ 1945』間組、233 頁。
図 4　森田一雄
（間組百年史編集委員会『間組百年史　












































23… 土木工業協会・電力建設協会編『日本土木建設事業史』技報堂、1971 年、741 頁。
24… 間組百年史編纂委員会『間組百年史 1889 ～ 1945』間組、1989 年、378 頁。
25… 永塚利一『久保田豊』電気情報社、1966 年。久保田豊「久保田豊」『私の履歴書』第 27 集、日本経済新聞
社、1966 年。
26… 谷川竜一「流転する人々、転生する建造物―朝鮮半島北部における水豊ダムの建設とその再生」『思想』
第 1005 号、岩波書店、2008 年。

















































28… 佐藤時彦『土木人生五十年』中央公論事業出版、1969 年、47 頁。
29…『官報』第 3928 号、1896 年 8 月 1 日、1頁。『官報』第 3973 号、1896 年 9 月 24 日、5頁など。
30… 永塚利一『久保田豊』電気情報社、1966 年、65 頁。
31… 佐藤時彦『土木人生五十年』中央公論事業出版、1969 年、34 頁。












の日豊本線・宮崎線第 12 工区の現場で、その後約 15 年間（1914 ～ 1929 年）における鉄道工事
の請負額は合計 2350 万円であった。同期間の水力発電・建築・河川港湾・道路橋梁などの請負
額合計は2390万円であることと比較すると、鉄道の比率が全体の半分を占めるほど高いことが




































34… 土木工業協会・電力建設協会編『日本土木建設事業史』技報堂、1971 年、749 頁。
35…『創業回顧』西松組、1940 年、3頁、26 頁。





























42… 間組百年史編纂委員会『間組百年史 1889 ～ 1945』間組、1989 年、288 頁。
43… 間組百年史編纂委員会『間組百年史 1889 ～ 1945』間組、1989 年、289 頁。
図 5　女子畑水力発電所の通水式（1913 年 9 月）
この写真には間組の幹部はもちろん、当時間組にいた西松光治郎も写っている。森田の水力発電所建設のキャリ
アの最初から、間組と西松組と密接な関係を築いてきたことが読み解ける。森田は前から 2列目の左から 4人目

































44… 小川蔵夫『回顧録』政経社、1967 年、47 ～ 48 頁。































































48…「豊後土工」『西日本新聞』西日本新聞社、1976 年 4 月 26 日～ 5月 3日。
49… 組によって微妙に形態が異なるようだが、概ねその組や幹部お抱えの親方のような立場と考えられる。
50… 筆者による 2016 年 7 月 14 日村上畩松の孫・村上禎氏へのインタビュー（以下「2016 年 7 月 14 日村上禎氏
インタビュー」とする）

















































52… 土木工業協会・電力建設協会編『日本土木建設事業史』技報堂、1971 年、743 頁。永塚利一『久保田豊』電
気情報社、1966 年、140 頁。
53… 津田誠一『建設人物史』（上）、建設人社、1967 年、302 頁。
54… 堀内稔「朝鮮民衆との摩擦・抵抗」姜在彦編『日窒コンツェルンの研究』不二出版、1985 年。
55… 佐藤時彦「いかにして赴戦江の水路を掘ったか」岡本達明・松崎次夫『聞書水俣民衆史 5巻 植民地は天国
だった』草風館、1990 年、42 頁。土木工業協会・電力建設協会編『日本土木建設事業史』技報堂、1971 年、
743 頁。
56… 藤本梅良『新興の咸南 赴戦嶺水電工事』新興の咸南社、1929 年、11 頁。
57… 佐藤時彦「いかにして赴戦江の水路を掘ったか」岡本達明・松崎次夫『聞書水俣民衆史 5巻 植民地は天国
だった』草風館、1990 年、46 頁。










































59… 藤本梅良『新興の咸南 赴戦嶺水電工事』新興の咸南社、1929 年、26 頁。
60… 以下は佐藤の複数の記録に基づく。佐藤時彦「いかにして赴戦江の水路を掘ったか」岡本達明・松崎次夫


































































きたと言ってよい。赴戦江水力発電所（第一着工 1926 年～第四竣工 1932 年、合計 20 万 kW）の後、
長津江水力発電所（第一着工 1933 年、第四竣工 1938 年、合計 33 万 4 千 kW）、虚川江水力発電所
（第一着工 1937 年、第四竣工 1943 年、合計 34 万 kW）、そして水豊水力発電所（着工 1937 年、発電































































（朝鮮電気事業史編集委員会 『朝鮮電気事業史』 中央日韓協会、 224 頁）
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谷川竜一
日窒の下に「意識して」集まったとは考えにくい。本論を見てもわかるように、「帝国の建設協
働体」は、誰か一人のデザイナーが造りあげたというよりは、システムとして有機的に生まれ
出たと考える方が自然ではないだろうか。つまり、技術者らが望んで日窒に集結したわけでも
なく、日窒が望んで彼らを取り込んだわけでもない。むしろ技術という思想そのものが要請す
る合理的な思考・活動形態がシステムとして編成されるに及び、無意識かつ必然的に彼らは植
民地朝鮮に集合し、それによってその後自走していく「建設協働体」が誕生したのではないか。
　そしてその下部構造には、取り換え可能かつ計算可能な労働者たちがおり、それによって「建
設協働体」はさらに高い合理性や迅速性、可変性を獲得した。しかも興味深いことに、彼らは
「親方―子分」という義理人情や、異民族に対する明確な差別意識及び無関心などによって結
束・分断されていた。いわば「建設協働体」は、前近代的かつ植民地的で不条理な社会構造を
自分自身のなかに組み込むことで、危険やリスクを近代的に手なずけたのである。
　筆者はそのような仮説をめぐらせつつ、技術者らを協働させ、彼ら自身が思ってもみなかっ
た大規模水力発電所を計画・完成させたのは、技術という思想そのものではなかったかと疑っ
ている。当然、それは技術立国を唱えた戦後日本へと継承されたはずであり、そこに植民地研
究と現代日本を切り結ぶ重要な回路が一つ、横たわっているのではないだろうか。
本論文は、JSPS 科研費・基盤研究（B）「20 世紀北朝鮮の建築・都市通史の解明」（研究
課題番号：26289221、代表・谷川竜一）の成果の一つである。
